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柱７ セーフティネット

【現状と課題】

（1）包括的な自立支援の推進

□課題の複合化や、ひきこもりや孤立など制度の狭間にある問題など既存の枠組みでは解決できない課題がより深刻化しており、自らSOSを発信できな

い人や必要な支援を受けられていない人を適切な支援につなげていくこと。

（2）貧困対策、自殺対策、犯罪被害者等支援、再犯防止

□子どもが貧困の連鎖に陥ることなく、社会で自立していくための環境を整えること。

□生活困窮者の自立に向けた相談支援及び一人ひとりの状況に応じた包括的な支援の実施。関係機関を活用した就労支援とその定着を一体的かつ継続

的に行う支援。

□若者の課題の多様性（経済的困難、就労、家族との関係、ひきこもり等様々）。新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、社会との関わりに課題を抱える

若者の増加につながる可能性があることを踏まえた、若者とその家族の状況を総合的に把握したうえでの、段階的な自立支援、関係機関が連携した継

続的な支援。

□区内の自殺率の全国より高い傾向を踏まえた、誰にでも起こりうる危機であるという認識と自ら助けを求めることができる体制づくり。

□犯罪被害者支援窓口の周知の強化、及び周囲からの偏見、配慮に欠ける行動などの二次被害を防ぐことを目的とした、犯罪被害者への理解の拡大。

□罪を犯したことによる就労や住居の確保の困難さなど生きづらさを抱える人に対して、犯罪や非行予防を進め、地域で孤立しないよう複雑な課題に配

慮した支援が得られる環境づくり。

生活困難層の割合 授業がわからないと答えた子どもの割合 15～39歳の完全失業者数（中野区）

中野区基本計画 施策１４より 中野区基本計画 施策１４より 中野区基本計画 施策２７より
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【取組の例】

世帯類型別被保護世帯数 生活保護費の内訳（2020年度） 自殺対策は自分自身に関わることと思う人の割合

中野区基本計画 施策３５より 中野区基本計画 施策３５より 中野区基本計画 施策３３より

課題 取組みの方向性 団体・区の今後の取組 関係団体名・区の主管課 現状と令和７年度（２０２５年度）の目標値

（１）包括的な自立

支援の推進

●社会との関わりに課題を抱える若

者とその家庭の状況を総合的に把握

し、段階的に自立につながるよう、関

係機関・地域との連携などにより、社

会参加や就労に向けた継続的な相

談支援体制を構築する。

★若者の自立を支援する仕組みづくり

○（仮称）中野区子ども・若者計画の策定

○地域ケア会議運営

○アウトリーチ活動の推進

〇ヤングケアラーへの相談支援体制の

整備

育成活動推進課

児童福祉課

地域包括ケア推進課

ほか

①子ども・若者支援センター及びすこやか福祉セン

ターにおける若者相談対応件数(実人員)

（社会との関わりに課題を抱える若者やその家族の相談

窓口に対する区民の認知度を計るため）

②若者相談対応により課題の解決に至った件数

（実人員）

（若者が抱える困難の解決に向けて相談対応の実効性

を計るため）

★若者への相談支援体制の整備

○若者支援事業（若者への相談支援体

制の整備）

○ひきこもり等相談支援事業

児童福祉課

すこやか福祉センター

ほか

ひきこもり支援事業

〇区と社会福祉協議会との協働による、

包括的に支援する体制の構築

地域包括ケア推進課

２０２０年度 2025年度

138人 220人

２０２０年度 2025年度

３１人 ５５人
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★若者の自立とその家族への支援

○若者支援事業（若者の自立とその

家族への支援）

児童福祉課

育成活動推進課

●潜在的な要支援者を早期に発見

し、本人やその家族を必要な相談

支援につなぐため、地域のネットワ

ークなどを通じた取組を進める。

地域の身近な相談者として、支援が必

要な人から話を傾聴し、関係機関に支

援の依頼を行う

中野区民生児童委員協議会

高齢者等家族をケアしている介護者

家族（ヤングケアラーも含む）に関し

て、支援を必要としている人の発見や

支援体制の構築に向けた情報発信や

連携協力

中野区介護サービス事業所連

絡会

○社会的孤立状態にある人や生きづ

らさを抱えた方へ、住民や関係機

関、本人や家族が相談しやすい相

談窓口を提供(福祉何でも相談)

○ボランティア活動推進、相互支援の

仕組み（ほほえみサービス、ファミリ

ーサポートなど）による活動機会の

提供や相談支援を行う

中野区社会福祉協議会 ①ひきこもり等の生きづらさを抱えた方の新規

相談件数

②ボランティア活動者数（ボランティア保険加

入者数）

★要支援者の早期発見と継続的な見

守り・支援

○要支援者早期把握

○アウトリーチ活動の推進

地域活動推進課

すこやか福祉センター

○アウトリーチチームが対応して適切に支援に

つなげた割合

（アウトリーチチームの要支援者に対する対応状況を

客観的に表す指標であるため）

２０20 年度 2025年度

年間 15件 年間 30件

２０20年度 2025年度

4,371 人 6,000人

２０２０年度 2025年度

78.4％ ８５％
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（2）貧困対策、自

殺対策、犯罪被

害者等支援、犯

罪をした人の立

ち直り支援・再

犯防止

●生活に困窮する区民の経済的・社

会的な自立に向け、個々の状況に

応じた相談支援をはじめ、就労支

援や家計改善支援等の一体的な

支援体制の充実を図る。

○生活困窮者の住まい「つくろいハウ

ス」の開設・運営

○ホームレス経験者の社会的孤立を

防ぐ居場所であり、地域住民との交

流の場「潮の路」の運営等、様々な

事業の展開

一般社団法人 つくろい東京フ

ァンド

★生活困窮者に対する包括的な自立

支援の推進

○生活困窮者自立支援事業

★被保護者の就労・定着支援

○被保護者就労定着支援事業

生活援護課 ①生活保護から自立した世帯数

（就労支援プログラム等の実施により、生活保護から

経済的な自立を促進するため）

②生活困窮者を対象とした就労支援を受け就労し

た割合

（困窮からの経済的な自立につながったことを示すため）

●生活が困難な状態にある子どもと

その家庭に必要な支援が届くよ

う、行政、地域、民間事業者等が

連携・協働して、子どもの学びの支

援や生活の支援、経験・体験の機

会の充実を図るなど、個々の状況

に応じた支援を行う。

生活困窮者世帯家庭・不登校・外国

籍・一時保護所・児童養護施設・長期

入院中の子どもへの e ラーニングシス

テムの提供

学習支援団体CAMEL

不登校児・極端に学力不足の子・夜間

子どもだけで過ごす時間の多い子・コ

ミュニケーションの苦手な子・高卒認

定資格合格を目指す子・その他課題

を抱えた子等に対し、学習支援と居場

所提供

子ども広場＜どんぐり＞

２０２０年度 2025年度

１８７世帯 ２００世帯

２０２０年度 2025年度

5.3％ 40％
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その都度勉強したい・自習の場がほし

い子どもが集える場の提供

薬師たきび塾

○地域住民や子どもたちへみらいひろ

ば(居場所、情報交換の場)や学習

会の開催

○学習支援「みらい塾」の取り組み協力

○ひとり親家庭の高校生への奨学金

給付

生活協同組合コープみらい

○経済的な理由で有料塾に行けない

中学生、不登校や発達障害を抱え

た児童への無料学習支援

○『子どもを主役とする食堂』に来るこ

とを望むあらゆる人が集まる食堂と

して、食事の提供

特定非営利活動法人ここから

プロジェクト

常設型のフードパントリー体制の確立 中野区社会福祉協議会

○子どもからお年寄りまでが夕食を共

にする地域交流の場の提供、

○1 人親家庭及び多子家庭向けのフ

ードパントリー

ぬまぶくろワイワイ食堂

地域の子どもへのお弁当の配食 こども食堂

Annekaffeekanne

ひとり親世帯、子育て世帯、若くて貧

困状態にある方向けに、食材・食品の

提供

東部町会フードパントリー

食生活にお困りの方向けに、食材・食

品の提供

こまちゃんパントリー

さくらフードパントリー

子ども向け食堂、配食 エプロン若菜
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総合的な子どもの貧困対策の展開

○子どもの貧困対策に関する計画策定

○子どもの貧困対策関連の団体・民間事

業者等との連携

子ども・教育政策課 ①授業が「よくわからない」と感じる困窮層の子ども

（小・中学生）の割合

(家庭の環境に関わらず、義務教育レベルの学力が身に

付いているか計るため)

②「がんばれば、むくわれると思う」と答える子ども

（小・中学生）の割合

(生まれた環境に左右されることなく、自ら困難に立ち

向かい自立する力が培われているか計るため)

困難を抱える子どもの学習の機会の

確保

○子どもの学習の支援

子ども・教育政策課

ほか

子どもと保護者の生活環境の改善に

向けた支援

○生活環境の改善支援

子ども・教育政策課

ほか

●誰もが自殺に追い込まれることの

ない社会の実現に向けて、関係機

関との連携を図るとともに、区民と

協働しながら全ての人に生きるこ

とを支える支援を進める。

★自殺を未然に防ぐ体制の整備

○自殺対策メール相談事業

○自殺対策普及啓発

〇中野区自殺対策審議会

保健予防課 ①自殺死亡率（10万人対）

（「中野区自殺対策推進計画」による総合的な取組の

成果を計るため）

●犯罪被害に遭ってもできるだけ早

く穏やかな生活が送れるよう、区民

の理解を深めるとともに、関係機関

と連携し、途切れることのない支援

を進める。

★犯罪被害者等を支える地域づくり

○犯罪被害者等相談窓口

○経済・日常生活支援

○犯罪被害者等支援普及啓発

福祉推進課

●犯罪や非行をした人の立ち直りを

支え、地域で孤立させないため、

関係機関との連携や支援を行う包

括的な体制の構築を進める。

★再犯防止に向けた関係機関との連

携推進

○再犯防止推進事業

○再犯防止普及啓発

地域活動推進課

２０19 年度 2025年度

小学生：20.6％

中学生：54.6％

小学生：15

中学生：50

２０19 年度 2025年度

小学生：83.0％

中学生：77.0％

小学生：88％

中学生：82％

２０１６～２０年の平均 2025年度

17.６人 14.４人
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●犯罪や非行を防ぐとともに、犯罪

や非行をした人の立ち直りを支

え、地域で孤立させないため、保

護司、更生保護ボランティア団体、

関係機関・団体等と区が連携した

取組や支援を行う包括的な体制の

構築を進める。

〇保護司活動を通じた犯罪・非行の

防止、犯罪・非行をした人の立ち直

り支援や更生保護の取組

〇保護司活動や「社会を明るくする運

動」を通じた犯罪・非行の防止、犯

罪・非行をした人の立ち直り支援や

更生保護・再犯防止普及啓発

保護司

犯罪や非行の防止のための啓発活動

や、少人数の区民による対話集会（ミ

ニ集会）の実施、矯正施設の慰問、保

護司への協力などの他、子育て支援

活動等の地域社会づくり。

中野区更生保護女性会

犯罪や非行防止、犯罪や非行をした

人の立ち直り支援に向けた関係機関・

団体との連携推進

◯犯罪・非行の防止、犯罪・非行をした人

の立ち直り支援や再犯防止推進

◯犯罪・非行の防止、犯罪・非行をした人

の立ち直り支援や更生保護・再犯防止

普及啓発

地域活動推進課
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【一般社団法人 つくろい東京ファンド】

区内に「つくろいハウス」を開設し、東京都内各地で生活困窮者を支

援する団体からの紹介で、路上生活やネットカフェ生活をしていた人た

ちを受け入れ、安定した住まいに移れるまでの支援を行っています。

また、ホームレス状態を抜け出してハウスに移った人たちは、一般就

労が難しく社会的にも孤立しがちなので、ホームレス経験者の社会的

孤立を防ぐ居場所とともに、ランチを食べに来てくれる地域住民との交

流の場として「カフェ潮の路」を立ち上げました。カフェには「お福わけ

券」という仕組みがあり、カフェに来たお客さんが「次の来る誰か」のた

めの飲食代を先払いすることで、お金のない人もそのチケットを使って

無料で飲食をすることができます。この仕組みを通して多様な人々が

交流できる場を作っていきたいと考えています。

令和３年１１月現在、新型コロナの流行は収まる気配を見せています

が、職を失い日々の生活に困って炊き出しに訪れる人は、高齢者だけ

でなく十代の若者に

まで広がるなど、支

援が必要な人は増

えてきており、より一

層の取組が必要で

す。

【こどもほっとネットinなかの（子ども食堂と学習支援）】

「こどもほっとネット in なかの」は、子どもや親子の居場所づくりに取

組むため、区内でこども食堂や学習支援を実施しているボランティ団

体・個人がゆるやかにつながるネットワークです。全ての世代の人々が

社会的に孤立しない、温かな地域をつくる活動を行っています。令和３

年度時点で、子ども食堂が１８団体、学習支援スペースが１１団体ありま

す。(2021 年度こどもほっとネット in なかのマップより)

新型コロナウイルス感染症拡大期には、食堂の運営はお弁当の配

布・販売に、学習支援は授業の映像配信を取り入れるなど、様々な工

夫をしながら支援活動を続けています。

【こどもほっとネット in なかのホームページURL】

各団体の活動カレンダーなど詳細は以下をご覧ください。

http://kodomohot.jimdofree.com
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柱８ 子どもと子育て家庭、障害者及び高齢者特有の課題

【現状と課題】

（1）子どもと子育て家庭特有の課題

□子育て支援活動への参加率は１割未満であり、担い手不足の改善を図るための地域団体同士の交流や人材発掘、団体と担い手のマッチング等の促進。

□小学生の放課後の安全・安心な活動拠点や居場所を充実していくこと。

□乳幼児親子の居場所、一緒に遊べる環境の充実。

（2）障害者特有の課題

□特別な配慮を必要とする子どもと子育て家庭への支援に向けた、すこやか福祉センターと療育センターとの連携強化による、一貫した相談支援体制の充

実。

□発達障害等に関する区民の理解の促進や保護者同士がつながる機会の提供。

□障害者が住み慣れた地域、身近な地域で安心して日常・社会生活を送るため、地域移行のための支援や地域での生活を継続するためのサービス利用に

つなげる相談支援が必要であり、多様化する障害者のニーズや医療的ケアに対応できる体制、介護者の負担軽減など障害者の地域生活への移行及び継

続を支える基盤整備。

小学校特別支援教室利用児童数 「遊び・憩いの環境」に対する保護者の満足度 「商業環境」に対する保護者の満足度

中野区基本計画 施策１７より 中野区基本計画 施策２５より 中野区基本計画 施策２５より
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（3）高齢者特有の課題

□高齢者の介護予防の拠点である高齢者会館を中心に、さまざまな層が参加できる介護予防・フレイル予防に係るプログラムの提供などをさらに推進

していくこと。

障害者手帳所持者数 障害児通所支援事業の延利用人数 施設入所者の障害支援区分

中野区基本計画 施策３４より 中野区基本計画 施策２３より 中野区基本計画 施策３４より

高齢者人口（すこやか福祉センター圏域別） 介護サービス利用者数 男女別介護予防事業参加者数（音響機器による事業）

中野区基本計画 施策２８より 中野区基本計画 施策３１より 中野区基本計画 施策３１より
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【取組の例】

課題 取組の方向性 団体・区の今後の取組 関係団体名・区の主管課 現状と令和７年度（２０２５年度）の目標値

（1）子どもと子育

て家庭特有の課

題

●安心して妊娠・出産・育児をするこ

とができるよう、妊娠から子育てに

かかる切れ目ない一貫した相談支

援体制の充実を図る。

★妊娠・出産・子育てトータル支援

○乳幼児健康診査

○妊娠出産トータル支援

すこやか福祉センター

ほか

①妊産婦に対する妊産期相談支援事業実施の割合

（妊産婦の実情に合わせて適切な相談支援や情報提供

を行えているか計るため）

●子育て支援活動の活性化に向け、

子育て支援を担う人材の発掘や

子育て関連団体のネットワーク化

を進める。

●子育て家庭が地域の中で安心し

て暮らせるよう、区民相互の助け

合いによる子育て支援活動を促進

する。

理由を問わない乳幼児の一時預かり

(要事前申し込み)

さぎのみや・あいあいサポート

乳幼児と保護者がのんびり過ごせる

場の提供

すくすくクラブ

乳幼児と保護者が集える場の提供 子育ての輪なかの

図書館や保育園などで読み聞かせや

人形劇などの公演を実施

おはなしびっくり箱

子育て支援・世代間交流 こども食堂さくら

（区からの受託事業）

〇産後のお母さんの交流会

（Welcome!!はじめてママ）

〇マタニティケアクラス

〇多胎児交流会

〇子育て支援講座、親子の避難訓練

講座

（独自事業）

〇多胎児交流会

〇オンラインでテーマ毎の情報交換

〇抱っこひも体験会

東京都助産師会新宿中野杉並

地区分会

２０２０年度 2025年度

８９．９％ ９５％
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乳幼児ママの育児の悩みや思いを分

かち合う会、子育てに役立つ講座等を

月毎に開催。その他に「子育て環境向

上委員会」との共催で、公園に出向く

子育て広場“おさんぽかふぇドーナッ

ツ”を実施。

きんぎょの会

★地域の子育て支援施設の機能強化

○児童館における子育て活動支援事業

★子育て関連団体への支援の強化

○育成団体支援事業

育成活動推進課 ①子育て支援活動に参加した区民の割合

（地域における子育て支援活動活性化のための取組の

充実度を計るため）

②ファミリー・サポート・センター事業における利用

マッチング率

（子育てに関する相互援助活動の充実に向けた

取組の効果を計るため）

★地域の相互援助活動の推進

○ファミリー・サポート・センター事業

子育て支援課

●子どもたちが、遊び、学び、体験が

できる機会や場を充実するため、

放課後等の子どもの居場所の整

備等を進める。

子どもの遊び・体験の場の確保

○児童館等整備・運営

○プレーパーク活動支援事業

育成活動推進課 ①保護者から見た「遊び・憩いの環境」の総合的な

満足度

(子育て家庭の遊び・憩いの環境に関する満足度を計る

ため)

②子育て応援とうきょうパスポート協賛店舗数

(子育て家庭向けの商業環境の充実度を計るため)

放課後の児童の居場所の確保

○キッズ・プラザ整備・運営

○区立学童クラブ整備・運営

○放課後子ども教室事業

乳幼児親子の居場所の確保

○子育てひろば整備・運営

育成活動推進課

●子育て家庭にとって魅力的な施設

や子育て家庭にやさしい店舗の充実

を図る。

子育て家庭にやさしい店舗の充実

〇子育て関連店舗の登録促進、情報

発信

子ども・教育政策課

２０２０年度 2025年度

4.7％ 10％

２０２０年度 2025年度

85.4％ 90％

2019 年度 2025年度

16.8％ 27％

2019 年度 2025年度

73店舗 150店舗
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●発達の課題や障害のある子どもへ

の教育的ニーズに応じた指導を推

進し、インクルーシブ教育のより一

層の充実を図る。

●適切な教育環境を選択できるよ

う、早期から保護者の理解を促進

するとともに、関係機関との連携や

専門的知見に基づく就学相談等

の取組を推進する。

○関係機関との支援会議の実施

○在籍児童生徒の保護者以外からも

学校相談・心理相談の実施

東京都立中野特別支援学校

早期からの理解促進と就学相談

○就学相談

○就学相談説明会

○特別支援学級見学会

子ども特別支援課 ①「日頃から子どもの状況を伝え合い、子どもの発

達の状況や課題について共通理解ができてい

る」と考える保護者の割合

（障害児通所支援サービスに対する評価を計るため）

②区立障害児通所支援施設における保護者を支

援するプログラムの開催回数

（障害児の保護者支援や交流支援により、保護者の支え

合いが行われているか計るため）

（2）障害者特有の

課題

●特別な配慮を必要とする子どもと

その家庭の置かれている状況や特

性に応じて、必要な支援が受けら

れるよう、一貫した相談支援体制

の充実を図る。

●発達の課題や障害のある子どもと

その家庭が地域で孤立することが

ないよう、発達障害等に関する区

民の理解の促進や保護者同士が

重症心身障害の子を持つ親が、親・子

ともに安心していきいきと生活できる

よう情報交換や情報共有、要望の整

理等

中野区重症心身障害児（者）を

守る会

★一貫した地域相談支援体制の整備

○子ども発達支援事業

○療育施設運営

子ども特別支援課

すこやか福祉センター

①「日頃から子どもの状況を伝え合い、子どもの発

達の状況や課題について共通理解ができてい

る」と考える保護者の割合

（障害児通所支援サービスに対する評価を計るため）

★発達の課題や障害のある子どもに

関する理解の促進

○子ども発達支援普及啓発

子ども特別支援課

２０２０年度 2025年度

８7.7％ ９５％

２０２０年度 2025年度

18回 24回

２０２０年度 2025年度

８7.7％ ９５％
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つながり、交流する機会の創出に

向けた取組等を推進する。

★医療的ケアを必要とする子どもへの

支援

○医療的ケア児支援事業

○民間障害児支援事業所運営支援

子ども特別支援課

保育園・幼稚園課

ほか

②区立障害児通所支援施設における保護者を支

援するプログラムの開催回数

（障害児の保護者支援や交流支援により、保護者の支え

合いが行われているか計るため）

●障害者及び介護者の高齢化、障害

の多様化・重度化など個々の置か

れている状況や特性に応じて、切

れ目なく必要な支援やサービスが

受けられるよう相談支援体制の充

実を図る。

●重度障害者をはじめ障害者が地

域で安心して暮らせるよう、関係

機関との連携や人材育成を進める

とともに、障害者の地域生活への

移行を支える基盤の整備を着実に

進める。

中野区及び、その近隣区にお住いの

障害者の方達へ

○ホームヘルプ事業

○グループホーム事業

特定非営利活動法人ねこの手

○視覚障がい者を対象に、同行援護サ

ービス、居宅介護サービス等を提供

○音声版「声のなかの区報」の作成

○徒歩訓練等

特定非営利活動法人

中野区視覚障害者福祉協会

○障害児・者の家族等が研修会、講演

会、施設見学を実施。また、行事を開

催し、会員間の親睦を深める。

○区や関連団体と情報共有等を通し

て、親同士のつながりを持つ

中野区愛育会

中野区肢体不自由児（者）父母

の会

中野区重症心身障害児（者）を

守る会

たんぽぽ会 等

主に障害児(者)向けに、社会性を身につ

けることを目的とした空手道場の運営

障害児の休日クラブ

障害者向けのサービスの提供

○訪問系・日中活動系・施設系サービス

○居住支援系・訓練系・就労系サービス

障害児通所支援事業（放課後等デイ

サービス）の提供

障害福祉サービス事業所

２０２０年度 2025年度

18回 24回
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★安心して地域生活が送れる仕組み

づくり

○地域ケア会議運営

○アウトリーチ活動の推進

地域包括ケア推進課

すこやか福祉センター

★関係機関との連携体制と相談支援

体制の強化

○障害者相談支援事業

障害福祉課

すこやか福祉センター

①障害福祉サービスを利用していない理由のうち

「サービスを知らない」「利用方法がわからない」

の割合

（地域生活を継続するための相談支援、サービス提供

体制や社会基盤の整備状況を計るため）

②入所施設から地域移行した障害者の数

（2015年度以降の累積数）

（障害者の地域移行に必要な環境の地域における整備

状況を計るため）

★福祉人材の確保・育成

○人材育成・養成事業

★入所施設等からの地域生活への移

行と地域生活の継続支援

○地域移行・地域定着支援事業

★障害者福祉施設の整備・誘導

○民間活力活用による障害者施設基盤

整備・誘導

○障害者福祉施設運営

障害福祉課

（3）高齢者特有の

課題

●高齢期も住み慣れた地域で安心し

て暮らし続けられるよう、支援が必

要な人に適切な医療や介護・生活

支援サービスを提供するとともに、

ライフスタイルや身体機能に応じ

て住まい方の選択ができる環境づ

くりを進める。

介護予防教室を実施し、運動機能低

下の予防・社会参加の減少を食い止

める

公益社団法人 東京都柔道整

復師会中野支部

○介護予防体操終了後も運動継続の意思のある

方の割合

高齢者向けのサービスの提供

○居宅介護支援

○居宅系サービス

○施設系サービス 等

介護サービス事業所

支援を必要としている方の情報の共

有や他団体との連携

中野区介護サービス事業所連

絡会

定期的な訪問を希望する高齢者や障が

いのある方に対して、1 ヶ月に 1回定期

東京都住宅供給公社 新宿窓口

センター

２０２０年度 2025年度

21.1％ 10％

２０２０年度 2025年度

10人 39人

２０２０年度 2025年度

50％ 70％
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的に訪問し、近況や健康状態の確認、

相談事の受付や申請書類の取り次ぎ業

務を行う

★区民それぞれが望む在宅療養生活

の実現

○ACP（アドバンス・ケア・プランニング）

普及啓発

○在宅療養相談窓口

○在宅療養推進事業

地域包括ケア推進課 ①主治医と十分連携が取れているケアマネジャー

の割合

（医療と介護の連携状況を具体的に計るため）

②「長期療養が必要になった場合に可能な限り

自宅や実家で過ごしたい」人の割合

（自宅で安心して療養生活を送るための環境が整って

いるか区民の実感を計るため）

★多様な介護サービスの提供に向け

た体制づくり

○要介護度改善推進事業

○介護人材確保・育成等支援事業

○地域・社会資源普及啓発

介護・高齢者支援課

★在宅から入所まで高齢者を支える

基盤整備

○介護サービス基盤施設整備・誘導

○住宅確保要配慮者入居支援事業

介護・高齢者支援課

住宅課

★安心して地域生活が送れる仕組み

づくり

〇地域ケア会議運営

○アウトリーチ活動の推進

地域包括ケア推進課

すこやか福祉センター

２０２０年度 2025年度

４３％ ５５％

２０２０年度 2025年度

32.7％ 60％
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●介護が必要となる状態をできる限

り防ぎ、健康的な生活を維持・向

上し、生き生きと暮らしていくため

に、高齢者が身近な地域におい

て、日頃から主体的に介護予防に

取り組める環境づくりを進める。

〇虚弱高齢者を孤立させないようサ

ロン等へつなげる

〇居場所づくり・虚弱高齢者の生きが

い対策としての役割検討

（すこやか福祉センター、地域包括 支

援センターとの連携）

中野区民生児童委員協議会

〇健康づくり・介護予防の拠点（居場

所）としての友愛クラブ数（1町会・自

治会１クラブの実現）の増加と魅力

づくり（町会・自治会との連携）

中野区友愛クラブ連合会 ①会員増員計画～仲間を増やそうキャンペーン～

②地区連合会（以下、地区連）事業の活性化・魅力

づくり

③行政・町会連合会の支援のもと、区民活動センタ

ー機能とのリンク（１町会・自治会、1 クラブの実現）

★区民・団体が主体的に提供する介

護予防の取組の促進

○住民主体サービス支援事業

○高齢者会館運営

★介護予防に取り組む意識の啓発

○介護予防推進事業

介護・高齢者支援課

すこやか福祉センター

①住民主体サービスを提供する地域団体等の数

（虚弱高齢者を含めた地域住民による支援の現状を

計るため）

②体操や軽運動など介護予防のための通いの場へ

の参加状況

（介護予防に取り組んでいる高齢者の状況を

計るため）

２０２０年度 2025年度

20団体 30団体

２０２０年度 2025年度

18.9％ 2５％
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【さぎのみや・あいあいサポート】

少子化・核家族化がすすみ、子どもを取り巻く環境はますます厳しく

深刻化してきています。

「さぎのみや・あいあいサポート」は発足以降約20年、地域の子育て

経験者ボランティアによる、理由を問わない乳幼児の一時預かり（事前

予約制）を行っています。

月に一度にはなりますが鷺宮地域にお住まいの保護者の方々に少し

でも子育てにゆとりを持ってもらえればと思い活動しています。

【障害児の休日クラブ】

活動のきっかけは、空手を習っている姉・兄に続いて障害児の妹も

空手を習いたいが、障害児が空手を習える教室がないため、それなら

自分でやろうということで、2003年に障害児も健常児も一緒に空手を

学べる道場を「居場所づくり」になると考えて始めました。

現在は鷺宮区民活動センター分室で週1回、空手の稽古をしてします。

空手をとおして基礎体力をつけることや柔軟な体を作ること、また精神

力や礼儀も身につけることを目的としています。

すぐに成長が感じられるわけではありませんし、何度も注意をしなけ

ればならないこともありますが、なぜ怒られたのか、どうすれば良かった

のかを誰かが寄り添い一緒に考えてあげるようにすることで、少しずつ

成長が見えるのは嬉しいです。また、いつもは「パパ」「ママ」と呼んでい

る子が、空手の日だけ「お父さん」「お母さん」と呼んでいたりして、その

子なりに色々考えて行動をしてくれていることが微笑ましかったりしま

す。どんな障害のある子でも、その子に合わせた指導をしており、胴着

の着替えでも根気よく教えることで、障害児だからといって差別され

ず、できることを増やしてあげてい

きたいです。

ただいま、空手や障害児対応に

詳しくなくて良いので、根気強く付

き合ってくれる高校生や大学生の

ボランティアスタッフを求めていま

すのでお声掛けください。


